
広島県立生涯学習センター 平成 28 年 10 月 24 日作成 館名 北広島町北広島町北広島町北広島町千代田中央千代田中央千代田中央千代田中央公民館公民館公民館公民館    事業名 ふるさと再発見の旅ふるさと再発見の旅ふるさと再発見の旅ふるさと再発見の旅    

〜江戸時代の旅にタイムスリップ〜江戸時代の旅にタイムスリップ〜江戸時代の旅にタイムスリップ〜江戸時代の旅にタイムスリップ    岡岷山岡岷山岡岷山岡岷山
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」」」」を歩くを歩くを歩くを歩く〜〜〜〜    趣旨 江戸時代の広島藩お抱え絵師，岡岷山は，広島城下から北広島町都志見まで約一週間の旅行をして，貴重な絵と文を残した。その資料は原爆の被害からも免れて今日に伝わった。江戸時代の故郷の様子を知り，岡が歩いた道を一緒に歩き，ふるさとの歴史を学び，郷土への愛着をより深める。 特徴 ○研修と現地見学の組み合わせにより，興味関心を高める。 ○北広島町内の 4 つの公民館の連携，協力により 0 予算で取り組む。 ○歴史学習とハイキングを組み合わせることで，歴史学習と健康保持を両立させる。 

事業の様子 （岡岷山の旅に ついて研修） （現地に行って見学。 水谷みずたに「千貫せんがん石せき」前にて） （龍頭り ゅ う ず山さ ん頂にて 記念写真）  

活動実績 

【実施期日】   平成 28 年 10 月 15 日（土） 午前 9：00～午後 3：30 （実施済）  【実施場所】   北広島町豊平中央公民館を中心に豊平地域と加計地域  【実施機関・団体等】 北広島町公民館ネットワーク会議 ※北広島町では，旧 4 町合併後，各町にあった公民館での既存の事業に加え，公民館同士が連携，協力して事業を行うことにより，より充実した講座を提供する試みが行われてきた。今回の「ふるさと再発見の旅」も，その一環として行われた。  【対象者及び参加者数】   20 名 スタッフ 8 名（スタッフは，4 つの公民館職員が参加）  【事業費】   2，000 円（保険料 100 円×20 人 個人負担）  【参加者の声】  ○町内にこんな歴史があり，こんな場所があったとは知らなかった。  ○天気も良く快適な一日を過ごすことができた。  ○今度は友達を連れて同じコースをぜひ回ってみたい。  ○又こういう企画があれば参加したい。  



広島県立生涯学習センター 【自由記入】 ○毎年好評の「ふるさと再発見の旅」であるが，限られた予算の中で実施するため，今年度は，移動の際貸切バスを使わず，公用車 4 台を職員が運転した。また，受付，解説，案内も全て公民館職員で手分けして行った。その結果，0 予算で事業を行うことができた。 

成果と課題 

【成果】【成果】【成果】【成果】     ○参加者に，ふるさとの，あまり知られていない歴史に着目してもらうことができた。  ○町内各地から参加があり，歴史に関心がある人同士が親しくなる機会になった。   【課題】【課題】【課題】【課題】     ○30 名の参加者を見込んでいたが，実際の参加者はその 3 分の 2 となった。「都志見往来日記」にもともと関心を持っている人が多く参加しており，「都志見往来日記」をあまり知らない人にも参加してもらえるような工夫が必要。  ○親子ハイキングとして企画したが，地域の小中学校の行事等が多く行われる時期であったため，子供の参加がなかった。  【【【【運営した感想運営した感想運営した感想運営した感想】】】】    （工夫したこと） 4 つの公民館職員が連携し，広報や参加者取りまとめ，見学場所の下見等の事前準備を行った。下見では，地域住民等の協力で，空き家や，現在は集会所として利用されている廃校等，無料で借りられる休憩場所を確保することができた。 （嬉しかったこと） 岡が実際に旅行した時期でもある，気候の良い 10 月中旬に実施したため，当日は大変天候がよく，特に暑くも寒くも無い秋日和だった。 町内にこんな所があることを初めて知ったという人が多く，まさに「ふるさと再発見」につながった。 （今後の希望） 来年度も，もう一度同じ内容で，コースを変えて実施したい。 また，「都志見往来日記」をキーワードに，北広島町内だけでなく，近隣市町との連携も図りたい。 連絡先 千代田中央公民館     〒731-1533   山県郡北広島町有田 1220-1 電話 0826-72-2249  ファクシミリ  0826-72-6034  電子メール  koumin-chiyoda@town.kitahiroshima.lg.jp  


